
久
曾
神
氏

の
「俊
祕
抄

に

つ
い
て
」を
讀
む

岡

田

希

雄

　
　
泓
は

今
よ
り
數

へ
て
十

八
年
葡

の
穴
正
十
」年
六
月
七
月

の

「
藝
文
」

(
京
都
帝
大
交
.學
部

の
機
蘭
雜
誌
で
あ

つ
た
が
、
.昭
和

六
年

ご
月
、

第

　
二
十

ご
年

の
こ
月
號

を
以
て
絡
刊

と
成

つ
た
。
,總
索
引
も
單
行
本
と
し

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

.
て
行
は
れ
て
居

る
。
)
に

「
俊
頼
無
名
抄

の
著
者

と
其

の
署
邇
年
代
」
と

'云
ふ
四
十
三
頁

の
文

を
載

ぜ
て

い
た
聖

い
た
事
が
あ
る
。

其
れ
で
其

の

後
も
俊
頼
無
名
抄
や
源
俊
頼
に
關
す
る
雜
誌
論
丈
や
、
卒
業
論
文
目
録

　
な
ど
は
注
意
し
、て
居

る
つ
も
り
で
は
あ

る
が
、

不
注
意
で
見
落
す

の
が

.
常

で
あ
り
、
折
角
氣

つ
い
た
雜
誌
論
文
も
わ
ざ
Z
丶
其

の
號
だ
け

を
購

入
す

る
の
竜
煩
は
し

い
の
で
殆
ん
ど
見

て
居
な

い
の
で
あ
る
。
現

に
國

語

ニ
ノ
三
に
出
た
井
上
了

氏
の
丈
は
出
た
事
も
知
ら
ぬ
し
、

久
曾
紳
氏

ら

の
文
も
出
た
時
は
知
ら
な
か

つ
た

の
で
あ
る
。

私

の
見
た
唯

一
の
俊

頼
關
遜

の
文
は
、
名
古
屋

か
ち
出
て
居

た
「
國

の
花
」
と
云
ふ
歌

の
雜
誌

に
、
昭
和

二

・
ミ
年
頃
出
て
居

た
久
保
阿
安
治
氏

の
「
源
俊
頼
論
」
と
云

ふ
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、「
書
誌
學
」
を
愛
讃

し
て
居

る
の
で
「
國
語

と
國
文
學
払
三
月
號
に
久
曾
紳
昇
氏

の

「
俊
祕
抄

に
就

い
て
」
が
載

り
、

六
月
號
に
宇
佐
美
喜

三
八
氏
の

「
源
俊
頼
傳
に
グ
ピ
て
」
が
出
た

の
を

知

り
大
遲
蒔

な
が
ら
拜
見
し
、
拜
見
し
た
に

つ
い
て
、
高
読

に
啓
發

せ

ち
れ

つ
ふ
も

主

ど
し
て

久
曾
榊
氏

の
御
詭
に

つ
き

ご
三
お
伺
ひ
も

致

し
、
叉

云
譯
が
ま
し

い
事
も
申

し
た

い
の
で
あ

る

(
私

の
前
稿
は
卒
業

論
文

の

一
部
分

で
あ

り
、
私
は
俊
頼
傳
も

一
應
は
査

べ
た

の
だ
が
、
"
こ

れ
を
論
文
に
入

れ
る
と
、
す

で
に
制
限
頁
を
超
過
し
て
ゐ
る
竜
の
が

い

よ
ー

釜
々
超
過
す

る
事
に
成

る
の
で
、
論
文
中
に
取
り
入
れ
る
事
を

申
止
し
た
ρ
で
あ
る
。
さ

て
中
止
し
て
見
る
と
、
卒
業
後
は
未

完
成

の

傳
記

を
積
極
的

に
査

べ
る
事
も
興
味
が
無
く
な
ウ
て
し
聖
つ
た

の
で
ガ



今
日
に
於

い
て
は
宇
佐
美
氏

の
高
諡
は
、
其

の
ま

ゝ
受
容
す

る
他
は
無

い
か
ち
で
あ

る
)。

　
久
曾
紳
氏
の
論
文
の
第

一
節
は
俊
祕
抄
傳
本
考
で
あ
り
、
傳
本

の
系
統
を
査
べ
て
原
形
を
探
ら
ん
と
し
て
居
ら
れ
る
の
だ
が
、
氏

の
見
ら
れ
た
本
は
歌
學
文
庫
本

・
績

汝
群
書
類
從
本
の
他
に
二
十

本
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
私
が
十
九
年
前

の
卒
業
論
丈
研
究
申
に
見

た
の
は
、
二
種
の
刊
本
以
外
に
僅
か
七
本
あ
る
だ
。け
で
あ
る
。
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

朝
和
歌
研
究

の
.最
高
權
威
と
も
云
ふ
可
き
久
曾
榊
氏
の
二
十
本
に

封
す
る
大
學
三
囘
生

の
七
本
で
は
お
話
に
成
ら
ぬ
が
、
仕
方
亀
無

い
。
先
づ
私
の
容
易
に
見
ら
れ
る
本
と
云
へ
ば
た
Ψ
京
大
本
あ
る

の
み
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ワ
タリ
タダ
アキ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
シヲ

　
目
尾
崎
本

　
　
　、尾
崎
宍
夫
舊
藏
二
冊
本
。
渡
忠
秋

贓
刷
の
門

　
　
人
宍
夫
が
自
ら
寫
し
た
薪
寫
本
だ
が
、
何
の
特
長
も
無
く
、

　
　
歌
學
文
庫
本
と
略
同
じ
、
亰
大
國
語
國
文
學
研
究
室
藏
。

　
O
顯
昭
本
　
　
　
京
大
圖
書
館
藏

一
冊
、
不
完
本
。
歌
學
文
庫

　
　
本
四
十
五
頁
上
欄
六
行
ま
で
あ
り
、
書
物
の
題
號
な
ど
全
く

・

　
　

久
曾
紳
馬
の
「
俊
秘
抄
に
つ
い
て
」
を
壇
む

　
　
無
く
、
,
尾
に

「
本
云
顯
昭
法
師
作
也
」
と
あ
多
か
ら
、
責
め

　
　
て
こ
れ
に
で
も
依
り
名
を
與

へ
む
と
し
て
、
顯
昭
本
と
云
ふ
亀

　
　
た
ま
で
の
事
Q

.

㊨
久
世
本
　
　
　
京
大
圖
書
館
藏
、

一
冊
、
久
世
子
爵
家
舊
藏

　
　
本
、
題
簽
に

「
無
名
抄

俊
藾
」
と
あ
り
、
四
卷
に
別
た
れ

　
　
百
二
十

一
葉
。
第
七
十
六
葉
に
例

の
建
久
四
年
十

一
月
去
汝

　
　
の
顯
昭
識
語

畝
燻
麟
舐
肋
舷
砌
駈
叶
五
あ
り
、
百
九
葉
目
に
も

「
顯

　
　
昭
」
と
あ
り
、
叉
壽
永
二
年
云
λ
の
識
語

臥
蠣
鰰
舐
即
駮
躯
糖
あ

　
　
り
、
久
曾
紳
氏
の
「顯
昭
本

の
乙
本
」
と
云
ふ
の
に
當
る
か
囁

　
　
叉
は
近
い
も
の
ら
し
い
。

四
慈
鎭
本

　

塁

冊
、
研
究
室
所
藏
。
題
簽
や
見
邁
し
に

　
　
よ
る
と
、
天
台
座
主
慈
鎭
和
街
の
眞
蹟
本

の
寫
し
と
去
ふ
本

　
　
だ
か
ら
、
此
の
名
を
假
り
に
與

へ
距
。
「俊
輯
卿
ロ
傳
」
と
あ

　
　
り
、
紙
數
百
葉
。
但
し
こ
れ
も
歌
學
文
庫
本
の
上
卷
に
賞
ゐ

　
　
卷

の
み
存
し
、
下
卷
は
無
い
。
又

「
う
さ
か
の
森
」

の
段
は

　
　
無
い
。
卑
猥
な
る
を
以
て
故
意
に
省

払
充
も
・の
ら
し
い
。

の
二
完
"本
と
二
不
完
本
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
本
丈
校
合

で
凩
〒つ

　
　
　
　

ー　
　
　
　

・　

'.穴
置
}



　
　

久
曾
紳
氏
の
「俊
祕
抄
に
つ
い
て
」
を
讀
聾

て
居
た
私
は
、
吉
澤
敏
授
に
お
願
ひ
し
た
と
こ
ろ
先
生
は
帝
國
圖

書
館
本
三
種
を
借
り
出
し
て
下
さ
つ
た
の
で
あ
る
。
=共
の
本
は

　
同
田
中
本
　
　
　
二
冊
、
榊
原
芳
野
の
舊
藏
本
で
あ
る
が
次
ぎ

　
　
の
本
と
の
混
同
を
避
け
て
舊
藏
者
田
中
金
藏
の
名
に
因
み
田

　
　
中
本
と
稱
す
る
の
で
あ
る
。
題
簽
に
は

「
俊
頼

ロ
傅
」
、
内
題

　
　
に
は
俊
藾
ロ
傳
集
と
あ
る
。
古
い
奥
書

は
無
く
て

「
;
:
:

　
　
難
得
之
書
、
●宣
十
襲
也
、
榊
原
芳
野
」
と
云
ふ
識
語
が
あ
る

　
　

の
み
。
績

々
類
從
本
と
同
じ
系
統
の
本
だ
が
百
二
十
二
段
よ

　
　
り
百
四
十
三
段
に
至
る
二
十
二
段
の
脱
落
が
あ
る
。
久
曾
榊

　
　
氏
の
脆
落
本
(戊
)
の
帝
國
圖
書
館

「
俊
頼
口
傳
集
」

の
事
で

　
　
あ
ら
う
。

　
〔
}榊
原
本
　
　
　
一
冊
、
題
簽
に

「
俊
祕
抄
完
」
と
あ
り
、
壽

　
　
永
二
年
の
奥
書
が
あ
る
、
久
曾
神
氏
め
丙
本
の
中
に
帝
國
圖

　
　
書
館

「俊
祕
抄
」
と
あ
る
も
の
だ
ら
う
&

　
㊨
高
崎
本
　
　
　
　一
冊
、
高
崎
文
庫
、
高
崎
學
校
等
の
藏
書
印

　
　
が
あ
る
か
ら
高
崎
本
と
稱
し
た
の
で
あ
る
。
題
簽
に
は
俊
頼

　
　
髓
腦
と
あ
り
、
久
曾
榊
氏
の

「
定
家
本
ー

應
永
十
六
年
轉

　
　
　
-　

　

　

　

　

、　

六
六
　

　

　

　

　

　

　

.

　
　

寫
本
ー

r
帝
國
圖
書
館
俊
頼
髓
腦
」

と
あ
る
も

の
に
當
り
、

　
　

定
家

の
も

の

ら

し

い
識

語

、

應

永

十

六
年

の
識
語

が
あ
　る
ゆ

　

さ

て

此

の
三
本

を
借

り

て
頂

い
た

の
は

、
文

學

部

の
敏

官

や

學

・

生

ら

が
懇

親

會

を
鍍

ね

て
名

古

屋

、

養

老

方

面

へ

一
泊

族

行

し

た

時

に

お

願

ぴ

七

た

の
だ

か

ら
、

本

を
見

た

の

は

十

一
月

の

末

に

て

、

一
方

で

は
す

で

に
論

丈

を
清

書

し

初

め

て
居

た

の
.だ
か

ら

、

校

合

は
人

任

せ

で
傲
磚
恥
嫡
燃
自
自

分

の
し

た
校

合

に

し
た
所

で
、

校

合

の
本

質

な

ど
を

辨

へ
て
居

な

い
時

代

の
事

だ

か

ら
、

今

か

ら
見

れ

ば

、
.
無

意

味

に
近

い
も

の
で
あ

る

(
痢
鰍
%
鞠
嫐
燃
燠
廓
に
眤
胴
姓
帖
、
敏

年
一
月
に
論
夊
を
攝
出
す
る
と
罍
ふ
誕
だ
か
ら
、
其
の
前
に
暑
中
休
暇
が
あ
る
と
は
云
へ
私
の
場

合
と
し
、て
は
題
目
を
決
定
す
る
に
迷
う
匁
か
ら
結
局
五
ケ
月
孚
で
書
き
上
げ
弛
の
で
隨
分
苦
し
い

幕

詫

㌃

)
。

　

以
上
の
如
く
刊
本
二
種
、
寫
本
七
種
を
相
手
に
し
た
の
で
あ
る

に
過
ぎ
な
い
か
ら

「俊
祕
抄
に
は
二
卷
本
四
卷
本

久
世
本
の
み

五
.

卷
本

田
中
本
の
み
あ
る
事
、
二
卷
本
で
も

分
卷
は

一
定
せ
な
い
事

、

な
ど
か
ら
、
本
書

は
元
來
二
卷
物
で
あ
り
、
其
れ
が
後
入
に
よ
り

分
卷
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
、
壽
永
二
年

の
頃
に
は
四
卷
本
も
あ

璽つ
た
ら
う
」
と
推
定
し
、「
田
中
本
と
類
從
本
と
は
原
形
通
り
で
な



い
、
他

の
譜
本
の
方
が
原
形
に
近
い
L
と
大
ま
か
に
推
定
し
た
事

も
、
久
曾
禪
氏
よ
り
云

へ
ば
兒
戲
に
等
し
い
も
の
で
あ
ら
う
が
、

・ふ
た
昔
前
の
卒
業
論
文

の

一
部
と
し
て
は
、
己
む
を
得
な
い
と
自

ら
慰
め
て
居
る
。

　
　
　
　
　

二

　

さ
て
久
曾
紳
氏
も
見
ら
れ
自
分
も
見
た
本
に
つ
い
て

一
言
し
た

い
。
其
の

一
つ
は
自
分
の
高
崎
本
、
氏

の
定
家
本
の
事
で
あ
つ
て

此
の
嘉
碵

の
識
語
に
は
某
朝
臣
以
下
の
九
字
が
理
解
し
に
く
「い
の

で
あ
る
が
、
と
に
か
く
、
久
曾
榊
氏
は
こ
れ
を
定
家
の
識
語
と
せ
ら

.
れ
た
。
が
果
し
て
何
う
か
。
私
も

一
往
は
定
家
の
な
ら
ん
と
し
て

居
た
が
、
直
ぐ
否
定
し
て
居
る
。
按
ふ
に
此
の
記
事
に
よ
る
と
、

定
家

の
家
に
ば
俊
祕
抄
が

た
ゞ

一
本
存
し
、

定
家
は
安
元
の
頃

碇
糘
齔
姻
穢
触
鋤
-に
人
が
讀
む
の
を
聞
い
た
程
度
で
あ
り
、
剩

へ
其
本

燒
失
し
た
ゝ
め
六
十
餘
年
忘
却
し
て
し
ま
つ
て
居
り
、
や
う
や
ぐ

嘉
碵
三
年
に
至
り
存
外
に
見
及
ん
で
乞
う
て
書
き
留
め
た
と
云
ふ

め
で
あ
る
。
し
か
し
て
本
の
燒
失
し
た
の
は
何
時
の
事
か
不
明
だ

が
、
久
曾
祚
氏
は
古
來
風
體
抄
に
俊
成
が
引
用
し
て
居
る
か
ら
、

　
.
・
久
曾
憩
氏
の
「俊
秘
抄
に
り
い
て
」を
讃
む
　
　
　
　
　
へ

蠶

舞
麓

失
箕

の
後
で
あ
ら
う
と
し
て
居
ら
れ
る
魁

託

は
ど
う
か
。
風
體
抄
は
建
仁
元
年
に
成

つ
た
も
の
で
、
安
元
元
年

か
ら
云
へ
ば
二
十
七
年
目
で
あ
る
。
歌
人
と
し
て
の
修
業
時
代
の

二
十
七
年
間
、
定
家
は
父
か
ら
俊
祕
抄
を
借
る
機
會
が
無
く
、
假

り
に
機
會
は
あ
つ
て
も
愚
書
だ
と
見
ぐ

び
つ
て
見
る
を
喜
ぱ
す
し

て
、
安
元
よ
り
嘉
碵
ま
で
六
十
餘
年
忘
却
不
三
覺
悟
一と
云
は
ね
ば

な
ら
な
か
つ
た
の
だ
ら
う
が
。

こ
の
點

が
甚
だ
怪
し
く
、
自
分
は

常
識
か
ら
考

へ
て

有
り
・得
可
か
ら
ざ
る
事
と

思
ふ
が
何

う
だ
ら

う
。
俊
成
は
風
體
抄
よ
り
八
年
程
前
の
建
久
四
年
に
行
は
れ
た
ら

し
い
所
の
六
百
番
歌
合

の
判
辭
に
も
「俊
頼
朝
臣
の
書
て
侍

る
物
」

と
い
ふ
風
に
引
用
し
て
居
り
闇
違
ひ
の
多

い
事
を
述
べ
て
居
る
。

定
家
も
承

久
元
年
七
月
に
書

い
た
毎
月
抄

に

「俊
頼
朝
臣
、
清
輔

朝
臣
な
ゼ
の
庭
訓
抄
」
と
云
つ
て
居
る
が
「俊
頼
朝
臣
の
庭
訓
抄
」

は
、
こ
ゝ
の
定
家
の
論
が
極
め
て
漠
然
た
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、俊

祕
抄
の
何
所
を
引
用
し
て
居
る
と
は
明
言

で
き
な
い
が
、
文
庫
本
.

廿

一
頁
下
、
十
二
頁
上
、
九
十
六
頁
上
等
に
見
え
た
論
を
漠
然
と

指
し
て
居
る
と
見
る
事
も
出
來
る
。
叉
定
家
は
貞
永
元
年
七
月
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
七



　
　

、久
曾
憩
矯
の
「
俊
祕
抄
に
つ
い
て
」
を
護
む

定
家
卿
長
歌
短
歌
之
読
の
尾
で

「
此
外
俊
頼
朝
臣
無
名
抄
或
號
口

傳
書
此
事
件
抄
基
金
吾
線

不
爲
可
云
こ

と
云
つ
て
居
言

で

こ
れ
も
定
家
が
、
俊
祕
抄
を
見
た
上
で
云
つ
た
と
も
云
ひ
う
る
。

し
か
し
、
簡
單
す
ぎ
る
か
ら
、
俊
成
な
ど
の
庭
訓
を
覺
え
て
居
り

書

い
た
ρ
だ
と
云

へ
な
い
事
も
無
い
か
ら
、
問
題
と
し
に
く
い
。

し
か
し
父
0
所
持
品
を
定
家
が
見
な
か

つ
た
と
云
ふ
事

は
何
う
も

首
肯
で
き
な
い
。
そ
れ
で
此
の
識
語
は
定
家
ら
し
く
見
え
る
が
實

は
、
定
家
の
死
後
に
至
り
、
子
孫
の
も
の
が
捏
造
的
な
識
語
を
加

へ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
臆
測
し
た
い
。

　
　
　
　
　
三

　
次
ぎ
に
注
意
す
可
き
本
は
、
久
曾
榊
氏
の
乙
本
中
の
松
井
丈
庫

本
で
代
表
せ
ら
れ
る
顯
昭
本
で
あ
ら
ヶ
。
自
分
の
見
た
久
世
本

一

冊
が
同
系
の
本
で
あ
る
が
、　
(第

一
册
の
尾
に
相
當
す
る
所
に
顯
昭
の

二
字
無
き
點
も
等
し
)
、　
第
四
冊
の
壽
永
二
年

の
識
語
に
顯
昭
の
名

が
見
え
な
い
の
で
自
分
は
壽
永

・
建
久
の
識
語
が
同

一
人
の
も

の

と
認
め
え
す
、
書
寫
に
よ
り
遇
然

一
冊
中
に
入
り
來

つ
た
も

の
と

誤
解
し
、
從
う
て
、不
家
の
都
落
と
云
ふ
大
騒
動
を
顧
み
す
、
壽
永

丶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
八

二
年
八
月
二
日
に
仁
和
寺
の
紫
金
臺
寺
で
顯
家
朝
匝
本
で
校
含
し

て
居
た
或
る
殊
勝
な
る
法
師
を
、
拾
遺
抄
註

晦
湖
觀
後
拾
遺
註
齔
齟

詞
花
集
註

泓
潮
等
を
注
進
し
つ
ゝ
あ
つ
た
顯
昭
に
擬
す
る
を
得
な

か
つ
た
の
は
慚
愧

の
至
り
で
あ
る
。

　
さ
て
こ
ゝ
で
、
奥
書

の
讃
方
を
檢
討
す
る
に
壽
永
二
年
の
奥
書

,

は
奉
字
が
あ
る
の
で
讀
み
難
い
。
久
曾
榊
氏
は
:
・:
・奉
下
爲
二
賀

陽
院
一俊
輳
朝
臣
所
上レ
作
云
々
と
讃
ん
で
居
ら
れ
る
が
、
「
知
足
院

入
道
殿
下
の
命
を
奉
す
る
に
依
り
、
賀
陽

院
の
爲
め
に
、俊
輳
朝
臣
●

作
る
所
と
云
ふ
」
と
讀
ん
で
は
何
う
か
。

さ
ら
に
奉
爲
二
字
は
、

人
が
死
ん
だ
後

の
場
合
に
使
ふ
ρ
が
普
通
だ
」が
、
こ
ゝ
は
特
殊
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ン

で
あ
る
と
見
れ
ば
知
足
院
入
道
殿
下
の
命

に
依
り
、
,賀
陽
院
の
奉

タ
メ爲
に
俊
輳
朝
臣
作
る
所
と
云
ふ
と
讀
め
な

い
で
あ
ら
う
か
。

　
策
二
冊
の
識
語
は
久
曾
榊
氏
の
引
か
れ
た
の
は

　
　

顯
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　マ
マ　

　
　

建
久
四
年
十

一
月
十
四
日
之
夜
實
時
於
こ大
雲
院
御
所
M以
二書
寫
本
一

　
　

一
校
畢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

-

　
　

書
寫
以
後
巳
十

一
ケ
年
也

!



と
あ
る
が
、
私
が
見
た
久
世
本
で
は
顯
昭
の
一
一字
が
其
の
行
の
す

つ
と
裾

の
方
に
あ
る
。
し
か
し

「
實
時
」
と
云
ふ
誤
字
は

一
致
す

る
。
こ
れ
は
寫
本
で
見
れ
ば
直
ぐ
判
る
が
亥
時
の
誤
だ
。
次
ぎ
に

大
雲
院
が
然
う
は
讀
め
す
、
大
聖
院
と
讀
む
可
き
字
と
成
つ
て
居

る
。
と
こ
ろ
で
此
の
識
語
は
震
災
前
の
東
大
國
語
研
究
室
所
藏

の

俊
頼
無
名
抄
に
も
見
え
て
居
た
由
で
橋
本
博
士
は

「
法
橋
顯
昭
の

.
著
者
と
守
覺
法
親
王
」
(史
學
雜
誌
三
一
ノ
三
、

大
正
九
年
三
月
號

)
の
中
で
引
い
て
居
ら
れ

る
が
、
其
れ
は

　
　
　
巳
上
禁
本
第
三
卷
　
　
　
　
顯
昭

　
　
　
　
.
建
久
四
年
十
一
月
十
四
日
之
夜
亥
時
禁
本
奧
書
於
二大
靈
院
御

　
　
　
　
　
所
一以
御
所
以
二書
寫
本
瓢
一
校
畢

と
云
ふ
文
で
あ
り
、
衍
字
が
七
字
も
あ
る
が
、
亥
時
は
正
し
い
。

し
か
し
て
校
合
場
所
は
大
靈
院
と
成
り
居
り
、
博
士
は
大
靈
院
御

所
が
何
所
で
あ
る
か
に
お
氣
づ
き
で
な
い
が
、

こ
れ
は
大
靈
院
も

大
雲
院
も
誤
で
、ト
久
世
本
の
大
聖
院
が
正
し
い
の
で
あ
る
。
群
書

類
從
に
仁
和
寺
諸
堂
記
と
云
ふ
八
頁
の
小
冊
が
あ
る
。
仁
治
三
年

六
月
ρ
も
の
で
、
當
時
退
轉
し
て
し
ま
つ
て
居
る
も
の
も
擧
げ
て

　
　
　

久
曾
淋
氏
の
「俊
祕
抄
に
つ
い
て
」
を
讀
む

居
る
が
、
其

の
中
に

　
　
　
大
聖
院
　
　
紫
金
臺
寺
御
窒
覺
性
御
建
立
當
時
御
所
也
、
本
釁
不
動

　

-
毘
沙
門
吉
群
天

と
み
る
大
聖
院
が
顯
昭
の
云
ふ
と
こ
ろ

の
大
聖
院
御
所
の
事
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
(其
の
次
に
鎭
守
の
事
見
え
、
さ
て
紫
金
薹
寺
の
記
事

が
あ
る
。
大
靈
院
・
大
雲
院
の
如
き
は
此
の
諸
堂
記
に
は
見
え
な
い
)

　
　
　
　
　
　
四

'
久
曾
榊
氏

の
文
の
第
二
節
は

「俊
祕
抄
の
著
者
」

で
あ
る
が
、

其

の
中
に
、
藤
岡
作
太
郎
博
士
が
、
俊
祕
抄
を
僞
作
だ
と
せ
ら
れ

た
に
つ
い
て
、
或

い
は
博
士
が
材
料
に
用
ゐ

ら
れ
た
本
が
惡
い
變

改
本
で
あ
つ
た
の
で
は
無
い
か
、.
若
し
さ
う
で
あ
る
な
ら
疑
問
を

懐
く
が
當
然
で
あ
り
、
…敬
意
を
表
す
べ
き
論
で
あ
る
と
云
つ
て
居

ら
れ
る
の
は
何
う
か
。
明
治
四
十

一
年
九
月
よ
り
日
本
評
論
皮
を

講
じ
初
め
ら
れ
た
の
だ
が
、
其
の
前
年

の
七
月
に
最
も
質
の
惡
い

類
從
本
が
出
て
居
る
か
ら
、
恐
ら
く
此

の
本
を
見
ら
れ
た
で
あ
ら

う
が
博
士
の
地
位
と
し
て
は
、
も

つ
と
ま
し
な
其
の
他
の
本
を
見

-
ら
れ
な
か
つ
た
と
も
云

へ
な
い
事
で
あ
る
、
し
か
も
博
士
の
否
定
、

～　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
九
　

・
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久
曾
稗
氏
の
「俊
祕
抄
に
つ
い
て
」
を
讀
む

論
は
、
異
名
、
文
體
、
及
び
本
書
中
の
俊
藾

の
歌
論
が
散
木
集
を

家
集
と
す
る
俊
頼
に
ふ
さ
は
し
く
無

い
と
い
ふ
事
の
わ
つ
か
三
點

(婀
臨
翻
鋤
醐
)
に
基
い
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
事
か
ら
見
れ
ば
、

博
士

が
俊
祕
抄
を
否
定
せ
ら
れ
た
の
は
、
・奥
義
抄
、
袖
中
抄
、
古
來
風

體
抄
、
長
明
無
名
抄
、
方
丈
記
な
ど
を
抹
殺
せ
ら
れ
た
事
と
同
樣

に
、
む
し
ろ
考
證
を
無
靦
せ
ら
れ
た
が
た
め
の
輕
卒
な
結
論
で
あ

つ
た
と
申
す
可
き
で
あ
る
ま
い
か
。

　
　
　
　
　

五

　

第
三
節
は

「俊
祕
抄
成
立
年
代
」
で
あ

つ
て
、
こ
瓦
で
は
、
私

の
指
摘
せ
な
か
つ
た
事
、
叉
指
摘
で
き
な
か
つ
た
事
を
か
な
り
擧

げ
て
居
ら
れ
、
啓
發
せ
ら
れ
る
事
が
多

い
。

　

先
づ
關
戸
本
三
簧
繪
詞
中
卷
の
片
岡
山
読
話
に
於
い
て
、
聖
徳

、太
子

の
御
歌
が
短
歌
と
成

つ
て
居
る
、
(前
田
家
本
は
や
は
り
長
歌
と

し
て
居
る
)
"
と
こ
ろ
。が
顯
昭
の
古
今
集
序
註
に
よ
る
と
、
此
の
長

歌
を

「
し
な
て
る
や
片
岡
山
に
い
ぴ
に
餓
ゑ
て
ふ
せ
る
放
人
あ
は

れ
親
無
し
」
と
云
ふ
短
歌
形
に
し
た
の
は
俊
頼
が
最
初
だ
と
云
つ

て
居
る
。
,し
か
し
て
瀾
戸
本
は
保
安
元
年
六
月
七
日
の
書
寫
だ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

ら
俊
祕
抄
の
成
立
も
保
安
元
年
六
月
以
前
で
あ
ら
う
と
久
曾
紳
氏

は
推
定
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
關

戸
本
が
俊
頼
筆
と
傳

へ

ら
れ
る
事
に
結
び

つ
け
る
と
、
い
か
に
も
爰
當
と
認
め
ら
れ
る
。

　

吹
ぎ
に
元
永
元
年
十
月
内
大
臣
(忠
通
)家
歌
合
に
於
け
る
基
俊

の
「今
朝
見
れ
ば
さ
な
が
ら
霜
を
頂
き
て
翁
さ
び
行
く
白
菊
の
花
」

に
封
す
る
俊
頼
の
判
辭
と
、
俊
祕
抄
の
「
翕
さ
び
入
な
と
か
め
そ
」

の
詭
明
と
を
比
較
す
れ
ば
、
俊
祕
抄
は
歌

合
よ
り
前

の
も
の
で
あ

る
と
考

へ
ら
れ
る
と
久
曾
神
氏
は
云
つ
て
居
ら
れ
る
。
し
か
し
こ

れ
は
何
う
云
ふ
意
味
で
あ
る
か

私
に
は
判

ら
ぬ
。

俊
藾

の
判

辭

(袖
中
抄
卷
五

に
も
引
く
一)
に
は

「
翁
さ
び
と
云
事
は
翕
さ
れ
と
云
詞
と
こ
そ
承

置
た
る
に
、
是
は
(此
の
歌
の

用
法
は

)
此
こ
ゝ
う
に
は
た
が
ヘ
レ
、
慥
な
る

事
を
た
つ
ね
て

一
定
を
可
・申
」
と
云
つ
て
居
る
が

(次
ぎ
に
基
俊
め

剣
詞
が
あ
る
.)

俊
祕
抄
で
は
、
こ
ゝ
の
所
は
つ
き
り
ぜ
す
、
文
璋
本
は

「
お
き
な

な
れ
と
も
と
い
ふ
な
り
」
瘉

雛

靉

瓢

難

と
あ
る
が
、
叉

「
さ

れ
と
ゝ
い
ふ
こ
と
ば
な
り
」
と
云
ふ
校
異
も
あ
る
。
し
か
し
叉
私

の
殆
ん
ど
役
に
立
た
ぬ
校
本

麒
尠
嚶
紬
淋
で
は

「
お
き
な
さ
れ
と
い

・ふ
詞
な
り
」
と
あ
る
本
も
あ
る
。

こ
れ
で
は
譯
が
判
ら
ぬ
が
古
入



の
引
用
を
見
る
に
、
顯
昭
の
袖
中
抄
卷
五
に
は

「
無
名
抄
云
、
お

き
な
さ
び
と
は
翕
さ
れ
と
云
詞
也
」
と
あ
り
、
同
時
に
引
用
し
て

,

居
る
奥
義
抄
に
も
然
う
見
え
て
居
る
。
こ
れ
で
見

る
と
俊
績
は
俊

祕
抄
に
於
い
て
も
、
判
詞
に
於
い
て
も

一
貫
し
て

「
翕
さ
れ
」

の

義
を
執
し
て
居
た
と
見
る
可
き
で
あ
る
か
ら
、
、.私
に
は
こ
れ
が
俊

祕
抄
成
立
期
の
推
定
に
役
立
つ
と
云
ふ
事
が
判
り
か
ね
る
の
で
あ

る
。

.
次
ぎ
の

「
さ
だ
い
辨
長
忠
」
は
私
な
材
料
と
は
せ
な
か
つ
た
。

。

私
の
見
た
本
に
は
さ
だ
い
辨
と
あ
る
が
、
類
從
本

の
右
大
臣
、
十

訓
抄
の
右
大
辨
か
ら
、
左
右
に
誤
り
が
あ
る
の
を
知
つ
て
居
る
の

で
、
公
卿
補
任
や
辨
官
補
任
に
よ
り
彼
れ

の
任
官
期
が
明
確
で
あ

る
に
し
て
も
、
こ
の
論
據
よ
り
も
優
越
で
あ
る
と
信
す
る

「
中
納

言
殿
」

の
方
を
重
靦
す
る
た
め
、
全
く
長
忠

の
事
は
眼
中
に
入
れ

な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
手
然
と
單
純
に
無
視
し
て
し
ま

つ
た
譯
で

あ
る
。
思

へ
ば
こ
ゝ
ら
が
考
證
の
何
た
る
を
知
ら
す
、
が
む
し
や

ら
に
優
越
な
論
據
に
よ
り
結
論
を
出
さ
ん
と
焦
り
、
石
橋
を
叩
い

て
渡
ら
ぬ
や
り
方
の
缺
點
で
あ
る
が
、
當
時
と
し
て
は
、
此
の
態

　
　

久
曾
淋
氏
の
「
俊
秘
抄
に
つ
い
て
」
を
讀
む

　
度
を
怪
し
み
は
せ
な
か
つ
た

の
で
あ
る
。
(但
し
其
の
後
教
第
に
、
石

　
橋
主
義
と
な
り
、　
叩
き
過
ぎ
て
蛇
ま
で
邁
ひ
出
す
な
ど
、
ひ
や
か
さ
れ
る

　
や
う
に
成
つ
た
)

　
　
　
　
　
　
六

　
　
次
ぎ
は
例

の
中
納
言
の
蓮
歌
だ
が
、

こ
れ
は

後
ま
は
し
に
し

て
、
堀
河
院
中
宮
の
花
合
事
件
に
つ
き
述
べ
る
が
、
此
の
花
合
の
年

時
は
殘
念
乍
む
確
知
す
る
事
が
出
來
な
か
つ
た
。
但
し
新
千
載
集

　
の
記
事
は
知
つ
て
居
た
の
だ
が
卒
業
論
文
を
見
る
と
割
註
で

「
長

治
二
年
閏
二
月
の
物
は
新
千
載
集
卷
二
春
下
、
た
折
り
て
も
云
々

　
の
歌
に
見
ゆ
れ
ど
も
、
詞
書
に
よ
れ
ば
無
名
抄
に
い
へ
る
所
の
も

　
の
に
あ
ら
す
」
と
斷

つ
て
居
る
の
で
あ

る
。
何
故
斯
う
云
ふ
風
に

書

い
た
か
と
云
ふ
に
、
中
宮
の
崩
御
を
認
め
、「
と
り
つ
穿
き
」

の

-
言
葉
か
ら
花
合

の
時
期
を
成
る
可
く
、
堀
凡
院
御
治
世
中
で
も
絡

り
の
方
に
擬
定
し
た
か
つ
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
も
辯
解
が
ま
し

　
い
が
、
若
さ
に
基
づ
く
未
熟
で
あ
る
。

さ
て
其

の
長
治
の
割
註
で

あ
る
が
、
論
文
脱
稿
後
い
つ
書
き
入
れ

た
か
知
ら
ぬ
が

「
十
訓
抄

詳
解
上
ノ

=

一五
ハ
コ
レ
ト
ス
ル
也
」
と
傍
記
し
て
居
る
し
、又
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
】　
　
　
　
　
　
　
　
　

.4



＼

　
　
「
久
曾
覦
=氏
の
「俊
祕
抄
「に
つ
い
て
」を
讃
む

私
の
校
本
に
は
、「
散
春
ニ
ト
同
ジ
キ
時
力
」
「
八
雲

一
ノ
三
八
オ
」
.

と
も
書
い
て
居
る
が
八
雲
抄
は
年
月
を
云
ば
ぬ
し
、
散
木
集
に
し

て
も
同
じ
だ
か
ら
、
結
局
私
に
は
此
の
花
合
の
時
期
は
判
ら
な
か

つ
た
の
で
あ
る
。
(
因
み
に
、
、久
曾
紳
氏
は

「
(花
合
の
記
事
)
の
直

前
に

堀
河
院
崩
御
の
事
を

邇
べ
て
居
る
か
ら
、

俊
祕
抄
の
成
立

は
、
崩
御
あ
そ
ば
さ
れ
た
嘉
承
二
年
七
月
十
九
日
以
後
で
あ
る
事

は
明
ら
か
だ
」
と
云
つ
て
居
ら
れ
る
が
、
此
の
事
も
亦
、
私
は
全
く

何
竜
云
は
な
か
つ
た
。
例
の
通
り
、
明
白
で
あ
り
す
ぎ
る

か
ら
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
俊
祕
抄
と
は
殆
ん
ど
縁
も
無
さ
さ

う
な
忠
通
の
春
日
祭
使
が
、
天
仁
元
年
十

一
月
二
日
で
あ
り
、
其

の
時
周
防
内
侍
が
女
使
を

つ
と
め
た
事
を
、
か
な
り
苦
心
し
て
探

し
出
も
て
得
意
と
成
つ
て
居
た
の
で
あ
る
。
思

へ
ば
た
わ
い
な
い

事
で
あ
る
。

つ
い
で
乍
ら
内
侍
は
此
の
祭
使
の
後
、
又
俊
祕
抄
成

立
以
前
に
高
齡
で
死
ん
で
居
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
内
侍

の
歿

年
が
判
る
と
、
成
立
期
の
上
限
材
料
の

一
つ
と
成
.σ
さ
う
だ
が
、

制
ら
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
私
は
十
九
年
前
に
し
ら
べ
た
き
り

で
あ
る
。
若

い
人
々
に
闡
明
し
て
頂
き
た
く
思
ふ
。
)
さ
て
こ
ゝ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

記
事
で
あ
る
が
、
久
曾
祚
氏
の
擧
げ
ら
れ
た
や
う
に
二
種
あ
る
事

臓
知
つ
て
居
た
が
、
私
は
越
前
の
守
仲
實

の
死
ん
だ
の
は
元
永
元

年
三
月
二
十
六
日
、
六
十
二
歳

の
時
の
事

で
あ
つ
た
と
認
め
て
居

る
の
と
、「
ほ
ど
な
く
と
り
つ
穿
き
て
う
せ
給
ひ
に
し
こ
そ
あ
や
し

か
り
し
か
」

の
敬
語
と
で
、

こ
ゝ
は
無
論
堀
川
中
宮
が
歌
合
に
と

り
っ
Ψ
き
て
崩
御
あ
り
し
事
と
考

へ
、
(
こ
}
は
天
皇
や
院
宮
に
ま
が

7
丶
し
き
事
の
生
じ
た
例
の
中
の
一
つ
で
あ
る
か
ち
で
あ
る
)
そ
れ
故
、

其

の
花
合
を
成
る
可
く
崩
御
の
御
時
に
近
づ
け
た
く
思
ひ
、
rそ
こ

で
長
治
二
年
閏
二
月
の
で
は
あ
る
ま
い
と
さ

へ
推
定
し
た
譯
で
、

今
で
も
其
の
や
う
に
思
う
て
居
る
。
久
曾
紳
氏
は
定
家
本

の
如
く

「
ほ
ど
な
く
と
り
つ
穿
き
て
う
せ
給
に
し
こ
そ
あ
や
し
か
り
し
か
」

は
、
元

々
無
か
つ
た
の
だ
が
、
中
宮
崩
御
し
給
ぴ
、
仲
實
も
崩
御

に
引
き
綾
き

(四
年
後
に
)
卒
去
し
た
の
で
、
建
久
四
年
以
前
に
於

・

い
て
誰
か
ゞ

「
ほ
ど
な
く
云
々
」
を
書
き
加

へ
た
し
推
定
せ
ら
れ

る
の
で
あ
る
が
、
單
な
る
臆
測
で
穿
ち
す
ぎ
て
は
居
ま
い
か
と
思

は
れ
る
。
な
ほ
定
家
本
の
文
で
は
、
「
人
の
申
し
か
」

は
絡
止
だ
か

ら
、「
こ
そ
」
が
無
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
に
こ
れ
が
無
い
の
も
不
思
議



　

　

　

　

　

　

　

ノ

だ

。
(
こ

の
有

無

査

べ

て

い
た

穿
き

た

い
)

私

は

久
曾

榊

氏

の
読

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
む

は
反

野

に
、
「
世

に

い
ま

/
丶

し

き

こ
と

に
申

し

が

ほ

ど

な

く

と

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む
　
　

つ
穿
き

て

う

せ
給

に

し

こ
そ

あ

や

し

か

り

し

か

」

と

云

ふ

風

忙

、

「
し

か
」
が
前

行

と

後

行

と

に

出

て

く

る

の
で

(「
し

が
」

と
「
し

か
」

と

の
間

は

丁

度

一
行

分

ほ

ど

で

あ

る

と
見

て

よ

い
)
目

移

り

で
「
ほ

ど
な

く

」

以

下

を

書

き

落

し

、
「
:

:

:
人

の
申

し

か

玉

の
み

ど

の

は

・
.
:

:
」

と

績

く

に
至

り

、

そ

こ
で

「
こ
そ
」

の
係

結
も

亂

れ

る

に
至

つ
た

の
だ

と

思

ふ

が

何

う

で
あ

ら

う
か

。
　

久
曾

紳

氏

の

は
宀

自

分

に

は
單

な

る

主

觀

論

で

あ

る

や

う

に

思

は

れ

る

が

西

私

の
は

、

此

所

の
例

話

が
、

高

貴

の
方

に
關
…す

る

不
吉

な

事
件

の
擧

,

示

で

あ

る

事
、
「
こ
そ
」

の
係

結

の
無
き

事

、
「
う

せ

さ

ぜ
給

ひ

に

し

こ
そ

・
・
:

・
こ

の
敬

語

的
表

現

を

土
臺

と

し

て

云

ふ

の
だ

か

ら
、

我

田

引

水

な

が

ら

、

私

の
方

の
が

優

れ

て
居

る
や

う

に

思

ふ

が
何

う
で

あ

ら

う

か
。

　

　

　

　

　

七

　
最

後

に

「
中

納

言
殿

」

と
俊

重

と

の
蓮

歌

を

述

べ

よ

う
。

さ

て
久

曾

榊

氏

は
、

　

　

久
曾
憩
氏

の
「
俊
秘
妙
に

つ
い
て
」
を
讃

む

　
　
　

か
り
ぎ
ぬ
は
い
く
の
か
た
ち
し
お
ぼ
つ
か
な
　
　
中
納
言
殿

　
　
　
わ
が
せ
こ
に
こ
そ
と
ふ
べ
か
り
け
れ
　
　
　
　
　俊
　
　
重

.
と
あ
る
中
納
言
殿
を
、
私
が
績
詞
花
集
卷
十
九
蓮
歌
部
と
袖
中
抄

　
卷
四
と
に
よ
り
、
泰
子
の
弟
、
忠
通
で
あ

る
と
し
、
忠
通
の
中
納

　
言
で
あ
つ
た
の
は
、
天
永
二
年
正
月
二
十
三
日
よ
り
永
久
三
年
正

　
月
二
十
九
日
に
至
る
四
・年
間
だ
か
ら
、
此

の
蓮
歌
の
記
事
は
、
必

　
す
永
久
三
年
正
月
二
十
九
日
ま
で
に
書
か
れ
た
も

の
(と
云
ふ
の
は

　
泰
子
へ
の
獻
上
本
が
瀋
書
せ
ら
れ
た
筈
で
あ
る
と
の
義
)
と
云
つ
た
に
…對

　
し
、
結
局
は
私
の
詮
に
賛
同
は
し
て
下
さ

つ
た
が
、
其
れ
ま
で
に

　
「
中
納
言
は
誰
か
]
と
云
ふ
疑
問
を
起
し
、
樣
々
に
批
判
し
て
居
ら

　
れ
る
。
其

の
批
判
は
第

一
に
忠
通
の
年
齡
に
關
…し
て
居
る
。
郎
ち

　
永
久
三
年
で
さ

へ
も
忠
通
は
十
九
歳
で
あ

る
か
ら
、
永
久
元
年
で

　
は
十
五
歳
で
あ
り
、
假
り
に
永
久
二
年
に
此
の
蓮
歌
を
作

つ
た
と

　
し
た
ら
十
八
歳
に
し
て

「
少
し
若
過
ぎ
る
」
　
「
忠
通
が
十
八
歳
以

　
前
に
連
歌
を
作
つ
た
で
あ
ら
う
か
」
と
云
ぴ
、
大
問
題
と
し
て
居

　
る
が
、
こ
れ
は
私
に
は
少

汝
滑
稽
な
る
疑
問
巴
見
え
る
。
十
八
歳

　
と
云
へ
ば
今
日
で
は
中
學
校
五
年
生
か
高
等
學
校
』
年
の
年
齡
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
芟



　

　

　
久
曾
瀞
氏

の
「
俊
祕
抄

に

つ
い
て
」
を
讀

む

あ
り
、
わ
れ
く

は
其
の
頃
立
派
に

一
人
前
の
男
子
を
以
て
任
じ

居
つ
た
の
で
あ
り
、
私
事
に
わ
た
る
が
十
六
歳

の
四
年
頃
か
ら
、

文
學
か
ぶ
れ

し
て
、

ひ
そ
か
に
鈴
木
三
重
吉
ば
り
の
小
論
も
書

く
、
オ
ス
カ
ア
ワ
イ
々
ド
ば
む
の
戲
曲
も
書
く
啄
木
ば
り

の
歌
も

作
つ
て
居
た
の
で
あ
る
。
何
所
の
學
校
で
も
成
績
優
良
組
み
叉
は

其
れ
に
近
い
も

の
ゝ
中
に
は
斯
う
云
ふ
文
藝
趣
味
の
學
生
が
、
今

も
居
る
と
信
す
る
。
斯
う
云
ふ
私
の
經
驗
か
ら
云
へ
ば
、
早
熟
な

不
安
朝
貴
族
が
十
八
歳
で
蓮
歌
を
作
つ
た
と
か
作
ら
ぬ
と
か
云
ふ

の
は
少
し
、
彼
等
貴
族
の
敏
養
を
輕
覗
し
た
傾
が
あ
る
の
で
は
あ

る
ま
.い
か
。
光
源
氏
は
七
つ
の
御
書
始

の
年
に
、
鴻
臚
館
に
於
い

て
高
麗
人
と
詩
文
を
作
り
交
し
て
居
る
、　

(光
源
氏
だ
け
の
事
で
無

い
、
江
戸
期
の
富
士
谷
成
章
に
し
て
も
九
歳
で
朝
鮮
人
と
筆
談
し
て
居
る
〉

七
歳

の
松
雄
君
は
口
遊

(現
存
の
は
抄
本
)
を
讃
本
と
し
て
學
習
し

た
の
で
あ
る
。
當
時

の
青
少
年
貴
族
の
敏
養
は
高
か
つ
た
筈
で
あ

る
。
・し
か
し
て
忠
通
は
特
に
諸
般

の
學
才
あ
り
し
點
で
名
高
い
人

だ
か
ら
、
十
八
歳

の
忠
通
に
蓮
歌
が
作
れ
た
か
何
う
か
な
ど
云
ふ

は
何
う
か
。
蓮
歌
壱
云
つ
て
も
、
前
句
を
出
す
位
な
ら
ば
、
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

睿
易
な
事
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
既
に
今
鏡
ふ
ち
な
み
の
中
、
み
、

か
さ
の
松
の
條
に
忠
通
の
事
を

「
ま
だ
お
さ
な
く
お
は
し
ま
し
ゝ

時
よ
り
、

歌
合
な
ど
朝
夕

の
御
あ

そ
び
に
て
、

基
俊
俊
頼
な
ど

い
ふ
時
の
歌
よ
み
ど
も
に
名
か
く
し
て
判

せ
さ
ぜ
な
ど
せ
さ
せ
た

ま
ふ
こ
と
た
え
ざ
り
け
り
」
と
あ
る
。
蓮
歌
は
今
で
こ
そ
面
倒
な

制
約
の
た
め
長
蓮
歌
を
作
る
事
は
困
難
と
成

つ
て
居
る
が
、
今
鏡

の
記
事
か
ら
察
す
る
と
、
大
體
遊
戲
氣
分
か
ら

一
首
を
二
人
で
唱

和
し
て
居
た
の
だ
か
ら
、
忠
通
に
關
し
て
や
か
ま
し
く
云
ふ
程
の

事
は
無
い
と
思
ふ
。

　
さ
ら
に
此
の
連
歌
の
事
は
、
俊
頼
の
散

木
集
に
も
見
え
て
居
る

の
で
あ
る
。
帥
ち
散
木
集
下
卷
蓮
歌
部
の
最
初
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
殿
下
中
將
に
て
お
は
し
ま
し
け
る
こ
ろ
人
々
に
逋
歌
せ
さ
せ
て

　
　
　
　
あ
そ
ば
せ
給
ひ
け
る
に
せ
さ
せ
給
た
り
け
る

　
　

か
り
ぎ
ぬ
は
い
く
め
か
た
ち
し
お
ぼ
つ
か
な

　
　
　
　
こ
れ
を
人
々
つ
け
お
ほ
ぜ
た
る
や
う
に
も
な
し
と
て
後
に
人
の

　
　
　
　
か
た
り
け
れ
ば
心
見
に
と
て
つ
け

ゝ
る

　
　
し
か
さ
ぞ
い
る
と
い
ふ
人
も
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

と
あ
る
。

こ
れ
で
見
る
と
、
忠
通
の
邸
な
ど
で
忠
通
が

「狩
衣
は



幾
の
か
た
ち
し
お
ぼ
つ
か
な
」
と
前
句
を
出
し
た
の
で
、
側
近
の

連
中
が
わ
れ
勝
ち
に
付
句
を
試
み
、
俊
重
は

「
わ
が
せ
こ

覲
蒋
に
,

こ
そ
問
ふ
可
か
り
げ
れ
」
と
か
な
り
器
用
に
つ
け
た
、
此
の
事
を

.
俊
重
が
父
俊
頼

に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
俊
頼
に
は
人

々
の
つ
け
た

何
の
句
も
氣
に
入
ら
な
い
の
で
、
俊
頼
は
「
し
か
さ
ぞ
い
る
と
云
ふ

入
も
な
し
」
と
付
け
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
散
木
集
で
は
中
納
言

殿
と
は
云
は
す
中
將
で
あ
つ
た
時
と
明
記
し
て
あ
る
。
忠
通
の
中

將
で
あ
つ
た
の
は
嘉
承
二
年
十
二
月
八
日
以
後
永
久
三
年
四
月
ま

で
の
八
年
間
で
あ
り
、
中
納
言
で
あ

つ
た
の
は
天
永
二
年
正
月
二

十
三
日
よ
り
、
永
久
三
年
正
月
二
十
九
日
ま
で
黛
あ
り
、

一
致
せ

な
い
。
・
し
か
も
俊
頼
は
中
將
で
あ

つ
た
時
と
し
て
中
納
言
で
あ
つ

た
時
と
も
斷
つ
て
居
な
い
。
こ
れ
は
う
か
と
中
將
と
書
い
た
ま
で

ゞ
あ
る
と
云
つ
て
し
ま
へ
ば
其
れ
ま
で
だ
が
、
此
の
明
確
な
書
き

方
か
ら
察
す
る
と
、
こ
れ
は
忠
通
が
中
納
言
に
成
つ
て
居
す
、
ま

だ
單
に
中
將
で
あ

つ
た
時
の
事
で
あ

つ
た
と
見
る
を
安
當
と
考
ぺ

る
乃
さ
う
す
る
と
、
此
の
蓮
歌
は
ま
つ
忠
通
十

一
歳
の
十
二
丹
八

日
以
後
、
十
五
の
正
月
二
十
三
日
ま
で
と
云
ふ
事
と
成
.り
、
十
八

　
　
　
.久
曾
紬胛
氏
の
「
俊
祕
抄
に
つ
い
て
」
を
讀
む

歳
で
さ

へ
も
難
物
視
せ
ら
れ
た
久
曾
神
氏
に
と
り
て
は
容
易
な
ら

ぬ
年
齡
と
成
る
が
、
散
木
集
に
明
記
し

て
あ
る
以
上
、
わ
れ
く

は
其
れ
を
信
す
る
他
は
無
い
Q
(久
曾
榊
氏
が
根
本
史
料
と
も
云
ふ

可
き
散
木
集
を
無
覗
せ
ら
れ
た
の
ぼ
ま
こ
と
に
千
慮
の

一
失
乏
申

し
た
い
。

つ
い
で
乍
ら
此
の
散
木
集

の
事
は
藝
文
發
表

の
文
に
は

省
略
し
て
し
ま
つ
て
居
る
が
卒
業
論
文
其

の
も
の
に
は
書

い
て
あ

る
の
で
あ
る
。
で
は
何
故
、
藝
文
發
表
の
分
で
は
省
い
た
か
と
云

ふ
と
、
あ
の
丈
を
掲
載
す
る
に
つ
け
て
「
成
る
可
く
簡
潔
に
せ
よ
」

と
の
御
注
意
が
あ
つ
た
か
ら
で
も
あ
る
が
、
例
の
制
り
き
つ
た
や

う
な
事
ば
冗
論
す
る
に
當
ら
な

い
と
云
ふ
心
持
が
あ
つ
た
か
ら
で

も
あ
る
。
若
し
あ
・の
文
で
私
が
散
木
集
を
引
い
て
お
い
た
な
ら
、

氏
は
基
綱
な
ど
を
引
き
出
す
や
う
な
事
は
せ
ら
れ
な
か
つ
た
ら
う

と
思
ふ
q
と
こ
ろ
が
.
續
詞
花
集
や
袖
中
抄
だ
け
で
は
納
得
で
き

な
い
の
で
、
忠
通
を
否
定
せ
ん
と
し
て
さ
ま
ん
丶

に
考
慮
せ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も

卑
官
俊
頼

の
子
息

俊
重
が

忠
通
に
接
近
す
る
の
が

を
か
し
い
と

か
、
「中
納
言
殿
」
は
俊
頼
の
兄
基
綱
だ
ら
う
と
云
ふ
假
論
を
出
さ

れ
た
譯
で
あ
る
が
眈
蝿
彫
帥
碕
碇
攝
關
家
の
姫
君
の
讀
物
と
し
て
奉
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
五

■



　
　

久
曾
緜
氏
の
「
俊
祕
抄
に
つ
い
て
」
を
讀
む

も
の
に
、
著
音
が
自
分
の
兄
を

「
中
納
言
殿
し
と
云
ふ
風
に
敬
語

を
添

へ
實
名
は
省
く
と
云
ふ
や
う
な
非
禮
な
書
方
は
す
る
筈
が
無

い
。「
中
納
言
殿
」
と
書
け
ば
、
誰
の
事
だ
か
す
ぐ
判
る
か
ら
斯
う

書
い
た
の
だ
と
見
る
可
き
で
、
此
の
場
合
で
は
無
論
泰
子
の
御
弟

忠
通
の
事
だ
か
ら
斯
う
書
い
た
と
見
る
可
き
で
あ
る
。

　
卑
官
の
子
弟
と
名
門
の
公
達
と
が
親
近
し
て
居
る
0
が
怪
し
い

と
云
ふ
事
も

一
概
に
は
云

へ
ま
い
。
當
時
と
し
て
は
誰
し
も
名
門

に
親
近
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
り
、
俊
頼
は
卑
官
で
あ
つ
た
に
し
て

も
和
歌
の
名
人
で
あ
り
、
其

の
父
は
有
名
な
帥
大
納
言
經
信
で
あ

る
か
ら
、
俊
重
を
攝
關
家
の
公
達
の
相
手
も
出
來
ぬ
ほ
ど
の
無
下

の
下
臈
扱
ぴ
す
可
き
で
な
い
。
し
か
も
俊
重
は
、
康
和
四
年
三
月

廿
日
に
は
す
で
に
式
部
丞
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
式
部
丞
と
云
ふ

と
是
れ
亦
卑
官
と
は
云
へ
る
が
、
と
に
か
く

一
人
前
の
役
人
で
あ

レ
、
源
氏
物
語
の
帚
木
を
見
れ
ば
判
る
通
り
に
、
忠
通
よ
り
種
姓

の
尊
貴
な
光
源
氏
た
親
近
し
て
、
美
人
論
の
御
相
手
も
出
來
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
見
れ
ば
中
將
忠
通
と
俊
重
と
の
親
近
情
態
…

は
決
し
て
不
自
然
で
は
無
い
。
殊
に
内
大
臣
忠
通
が
二
十
二
歳
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

　
元
永
元
年
十
月
に
自
邸
で
開
催
し
、
俊
頼

・
基
俊
二
人
に
判
を
さ

　
せ
た
歌
合
の
作
者
の

一
人
少
將
君
は
其

の
註
に

「
俊
頼
朝
臣
女
、

　
關
白
家
女
房
」
と
あ
り
て
、
忠
通
の
父
、
關
白
忠
實
の
女
房
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
'

　
る
○
少
將
の
君

鰍
鼬
娼
鮴
數
騨
抄
砂
飢
儲
魔
備
渉
將
が
富
家
殿
の
女
房
と
成

　

つ
た
時
代
は
知
ら
な
い
か
ら
、
此
の
人
が
俊
秘
抄
の
成
立
に
.一
役

　

つ
と
め
て
居
る
な
ど
ゝ
云
ふ
推
測
は
せ
な

い
が
、
と
に
か
く
、
俊

〆
頼

一
家
が
忠
實
、
忠
通
の

一家

に
接
近
し
、
い
よ
く

親
近
し
て

　
居
た
事
は
想
像
で
き
る
の
で
あ
る
。
.

　
　
要
す
る
に
、
此
の
蓮
歌
事
件
は
、
若
い
、
恐
ら
く
は
十
四
歳
∵ま

　
で
の
少
年
忠
通
と
其

の
側
近
者
蓮
中
と
の
文
學
的
な
日
常
茶
飯
事

　
的
な
事
で
あ
つ
た
ら
う
が
、
親
と
し
て
、
子
の
俊
重
を
吹
聽
し
た

　
さ
に
、
蓮
歌
に
か
こ
つ
け
て
、
俊
祕
抄

の
申
に
書
き
入
れ
だ
竜
の

　
だ
ら
う
と
思
ふ
。

　
　
基
綱
の
事
は
も
は
や
問
題
で
は
無
い
の
で
あ
る
。
か
く
て
結
局

　
久
曾
神
氏
は

　
　

倒
U↓
本
書
の
成
立
は
堀
河
申
宮
崩
御
以
前
で
あ
る
、
勘
ち
永
久
二
年
十

　
　

(
(

　
　
　
　
月
以
前
で
あ
る
。



　
　
ゴ
,し
か
も
忠
通
の
中
納
言
時
代
で
あ
ら
う
が
、
永
久
=
年
は
忠
通
は

　
　
(

　
　
　
十
八
歳
だ
、
其
れ
以
前
と
す
る
と

「若
過
ぎ
る
事
と
な
る
の
で
」

　
　
　
(希
云
つ
ま
り
蓮
歌
を
作
る
の
に
若
過
ぎ
る
と
云
ふ
の
だ
)永
久
元

　
　
　
年
乃
至
二
年
十
月
ま
で
の
間
に
奉
つ
た
ら
ヶ
。

　
　
　

　
　

三
そ
し
て
さ
だ
い
辨
長
忠
は
原
本
に
は

「右
大
辨
」
と
書
い
て
あ
つ

　
　
(

　
　
　
た
ら
う
。

若
し
叉

　

　

　

乙
中
納
言
を
基
綱
と
し
、
長
忠
を
左
大
辨
と
し
、
仲
實
歿
後
の
事
と
す

　

(

　
　

れ
ば
永
久
五
年
乃
至
保
安
元
年
頃
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

と
推
定
し
て
居
ら
れ
、

乙
読

の
根
據
は

傅
本
に
よ
り

異
る
に
反

し
、
甲
論
を
否
定
す
る
に
は
、
績
詞
花
集
》
袖
中
抄
の
記
事
を
否

定

せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
難
點
が
あ
る
か
ら
と
て
、「暫
く
」
甲
論
に

從
う
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
書
中
の
書
き
方
や
散
木
集
に
よ

り
て
中
納
言
殿
が
基
綱
で
無
く
忠
通
で
あ
る
以
上
は
、
乙
読
は
絶

樹
に
成
立
せ
な
い
。
同
時
に
又
、
忠
通
を
十
八
歳
と
限
る
必
要
の

無
い
事
は
宀
私
が
逋
べ
た
通
り
だ
か
ら
、
氏
の
甲
論
は
十
七
歳
の

時
で
あ
つ
て
も
十
八
歳
の
時
で
あ
つ
て
も
宜
し
い
譯
で
あ
る
。
要

す
る
に
天
永
二
年
正
月
ま
で
、
帥
ち
忠
通
十
五
歳
の
時
ま
で
溯
ら

　
　
　
久
曾
榊
氏
の
「
俊
秘
抄
に
つ
い
て
」
を
讃
む

し
め
て
宜
し
い
譯
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
八

　
さ
て
私

の
考

へ
は
何
う
か
。
十
八
年
前

に
俊
祕
抄
の
年
代
を
論

じ

「或
る
書

の
著
述
せ
ら
れ
た
年
代
を
考
證
し
て
、
そ
れ
が
二
三

年
の
間
に
出
來
上
つ
た
ら
し
い
と
云
ふ
風
な
結
論
に
達
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

い
か
に
も
尤
ら
し
く
考

へ
ら
れ
て
安
心
が
出
∵來
る
が
、
今
の
場
合

の
や
う
に
餘
り
に
年
代
が
明
確
に
な
つ
て
來
る
と
、
か
ぺ
つ
て
あ

ぶ
な
く
思
は
れ
て
來
る
・:
:
・」
と
云
つ
た
が
、
此
の
惱
み
は
や

は
り
今
も
存
す
る
。

　
私
の
主
な
論
據
は
、
久
曾
榊
氏
と
異
り
「
中
納
言
殿
」
で
あ
り
、

第
二
は
中
宮
花
合
で
あ
る

(右
大
弁
の
事
は
、
私

の
結
論
に
は
全
く
無

用
で
あ
る
。)
し
か
し
て
や
は
り
中
宮
崩
御
後
と
認
め
た
い
が
、
そ

れ
で
は
今
述
べ
た
や
う
な
惱
み
が
あ
る
。
全
く
途
方
に
く
れ
る
。

故
に
今
は
も
は
や
結
論
は
述
べ
す
し
て
、
花
合
に
關
す
る
本
文
批

評
の
正
否
に
つ
き
、
叉
其

の
他

の
事
に
つ
き

一
般

の
高
歉
、
殊
に

　
　
　
　
　
　
　
　

ゑ

は
久
曾
聯
氏
の
高
敏
を
仰
が
う
と
思
ふ
。
　
〈但
し
長
明
無
名
抄
の
成
・

立
期
に
關
す
る
場
合
の
如
く
、
水
か
け
論
に
成
る
の
だ
ら
う
か
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
七



　
　
　
久
曾
沸
氏
の
「
俊
秘
抄
に
つ
い
て
」
を
讀
む

　

叉
以
上
の
文
中
で
引
い
た
總
て
の
古
書
に
關
し
て
、、
其

の
本
文

の
異
同
を
調
査
し
て
下
さ
る
や
う
な
特
志
家
が
あ
る
事
を
望
む
。

　

最
後
に
付
け
加

へ
た
い
事
は
、
既
述
の
周
防
内
侍
の
歿
し
た
年

月
の
調
査
で
あ
る
、
こ
れ
が
借
り
に
天
仁
二
三
年
に
死
ん
だ
と
で

も
云
ふ
事
に
成
れ
ば
、
成
立
期
推
定
に
役
立
つ
。
文
俊
祕
抄

「
木

の
丸
殿
」
の
條
に

敏
蘚
躰
五
「
候
し
も
り
ふ
さ
か
せ
ん
ぞ
」
と
あ
る

しが
、
此
の
盛
房
は
忠
實

の
家

の
家
司
で
あ
つ
た
の
だ
、
其

の
事
は

中
右
記
で
判
る
の
だ
が
、「
候
し
」
と
過
去
の
形
で
書
い
て
あ
る
の

を
見
る
と
、
俊
祕
抄
の
成
立
期
以
前
に
家
司
を
や
め
た
か
、
叉
は

死
ん
だ
か
で
み
る
が
、
其
の
止
め
た
時
期
叉
は
死
ん
だ
時
期
が
判

つ
た
場
合
に
、
俊
祕
抄
成
立
期
推
定
に
役
立
つ
事
が
あ
る
か
も
知

・
れ
な
い
と
云
へ
る
。
だ
か
ら
、
こ
れ
も
査
べ
で
ほ
し
い
。
此
の
二

つ
の
希
望
を
述
べ
て
お
く
。
　

(七
月
二
十
七
日
稿
)


